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【各団体の取り組み状況及び取組予定について】 

 

 

    資料２－P１ 北海道医師会                          

    資料２－P２ 全国自治体病院協議会北海道支部 

     資料２－P３ 北海道薬剤師会 

     資料２－P４ 北海道病院薬剤師会 

    資料２－P５ 北海道医薬品卸売業協会         

     資料２－P６ 日本ジェネリック製薬協会               

    資料２－P13 札幌医科大学附属病院    

   資料２－P14 北海道消費生活コンサルタント・クラブ 

 資料２－P15 全国健康保険協会北海道支部 

資料２－P16 北海道保健福祉部 

 

 

 

 

 



① 団体・機関名 北海道医師会 カテゴリー

1
出荷停止に伴う診療報酬の算定方法などについて、各郡市・医育機関医師会へ情報提
供を行っている。

C:情報提供

2
後発医薬品に限らず、不足が生じている医薬品等の取扱い等について「北海道医報」
にて各医療機関へ情報を通知している。

C:情報提供

3

4

5

1
今後も上記にあるように診療報酬の算定や供給・取扱い等について各郡市・医育機関
医師会・医療機関へ提供を行う予定。

C:情報提供

2

3

4

5

1 今後の供給状況について。 A:安定供給

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団
体等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを
選択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④
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① 団体・機関名 全国自治体病院協議会 カテゴリー

1 医薬品供給不足が病院薬剤師業務に与える影響調査(2024/03) A:安定供給

2 医薬品の欠品状況に関するアンケート調査結果 A:安定供給

3 不足物品に関する緊急要望調査結果 A:安定供給

4

5

1

2

3

4

5

1 医薬品の供給不足および供給障害による医療従事者への影響 A:安定供給

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団体
等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを選
択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④
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① 団体・機関名 一般社団法人　北海道薬剤師会 カテゴリー

1
北海道厚生局が行う、保険薬局・保険薬剤師を対象とする集団指導・個別指導等で、講話や講評において後発医
薬品の不安定供給に関する現状を伝達

C:情報提供

2
2023/10/13(金)〜2023/10/16(月) ジェネリック医薬品使用啓発パネルを用いた道民への講習会・パネル展等にお
ける普及啓発（各支部開催の薬と健康の週間行事等）

D:使用促進

3
令和4・5年度北海道薬剤師会通常総会において、代議員の後発医薬品不安定供給状況に関する質問に対して現
状と今後の状況を説明。更にその回答を北海道薬剤師会各支部の会員へ確実に伝達するように、また薬局利用
者に対しても丁寧に説明するよう伝達

C:情報提供

4
北海道薬剤師会としては、道議会議員、各支部内の市議会議員等に対して、医薬品不安定供給の現状と課題等を
報告し、国に対して働きかけるよう訴えを継続的に行っている

A:安定供給

5

1
引き続き北海道厚生局が行う、保険薬局・保険薬剤師を対象とする集団指導・個別指導等で、講話や講評におい
て後発医薬品の不安定供給に関する現状を伝達

C:情報提供

2
ジェネリック医薬品使用啓発パネルを用いた道民への講習会・パネル展等における普及啓発（各支部開催の薬と
健康の週間行事等）

D:使用促進

3
北海道薬剤師会としては、道議会議員、各支部内の市議会議員等に対して、医薬品不安定供給の現状と課題等を
報告し、国に対して働きかけるよう訴えを継続的に行っている

A:安定供給

4

5

1 昨今の後発医薬品不安定供給状態が継続する中で、どのように後発医薬品の使用を推進していくか　 D:使用促進

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団体等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なもの
を選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構です。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で確
認したい事項

取組状況

取組予定

②

③

④
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① 団体・機関名 （一社）北海道病院薬剤師会 カテゴリー

1
後発医薬品に限らず、不足が生じている医薬品等の取扱いについて、国からの情報を
関係団体等に通知している。

A:安定供給

2

3

4

5

1 特になし

2

3

4

5

1 特になし

2

3

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する
団体等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。そ
の際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なもの
を選択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構
です。
※各項目は記載欄を適宜増減してください。

協議会内で
確認したい事
項

取組状況

取組予定

②

③

④
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① 団体・機関名 一般社団法人北海道医薬品卸売業協会 カテゴリー

1 行政、製薬メーカーから発信される情報を適宜取引医療機関に案内している。 C:情報提供

2
流通在庫の偏在を極力起こさないよう、実績等に基づきシステム及び人員を用いた流
通を実施している。

A:安定供給

3 後発品切替を検討されている医療機関へ、求めに応じ情報・資料を提供している。 D:使用促進

4
GDPガイドラインを遵守したセンターで在庫管理および配送を実施。
PIC/S GDPに準拠した保冷箱により（統一規格）運用している

B:品質確保

5 出荷調整品が多く、問合せや在庫調整対応に時間を費やしている A:安定供給

6 新発売時、医療機関等への情報提供 C:情報提供

7 在庫管理 A:安定供給

8 メーカーから割当された数量を支店別・得意先別に実績に応じて配分している。 A:安定供給

9

8

1

2

3

4

5

1

2

3

④
協議会内で
確認したい事
項

後発医薬品取り組み状況等調査票

①　貴殿が所属する団体等について記載してください。複数の団体に所属し、②において複数の団体での取組を記載する場合、所属する団
体等を全て記載してください。
②　各団体等で実施している、後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取り組みについて記載してください。その
際、カテゴリーから最も適当なものを選択してください。
③　今後各団体等において実施予定の取組や、実施していきたい取組について記載してください。その際、カテゴリーから最も適当なものを
選択してください。
④　協議会内で確認したい、他団体等の取組等があれば記載してください。具体的な確認先があれば（）書きで記載していただいても結構で
す。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

② 取組状況

③ 取組予定
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 後発医薬品取組状況等 

団体・機関名 日本ジェネリック製薬協会 
カテゴ

リー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 組

状 況 
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供給不安品目への対応として、各社は在庫の放出、増産対応、生

産能力の増強を行ってまいりました。また、各社においてジェネ

リック医薬品の供給マニュアルを作成し、遵守することが供給不

安解消や安定確保のための第一歩であることから会員会社に作

成を依頼し、令和６年に向けて改訂状況を確認していくこととし

ている。この他「医療用医薬品の安定供給に関する自己点検リス

ト」をもとに、各社が実態を把握し供給体制の強化も図っていま

す。また、供給に関する不安解消、適正な発注を促す取組みの一

つとして、GE 薬協のホームページ上でタイムリーに会員各社の

出荷状況を検索できるようにしています。 

 

〇令和４年度までの結果 

・令和５年１月「ジェネリック医薬品供給ガイドライン」改訂案

を作成し、日薬連ロードマップ対応プロジェクトへ提出した。 

・GE 薬協会員の製品の供給状況をリアルタイムで情報提供でき

るよう、GE 薬協のホームページ上の検索サイトを令和４年９月

にシステム改修した。新システムでは、供給状況は統一用語を用

い、会員企業の供給状況の全データがダウンロード可能である。 

・日薬連「医療用医薬品の安定供給に関する自己点検チェックリ

スト」をもとに各社が実態を把握。 

 

〇令和５年度の途中経過 

・令和５年６月に日薬連より「ジェネリック医薬品供給ガイドラ

イン」改訂版が発表され、各社に安定供給マニュアルの改訂を要

請した。 

・供給状況の情報提供に関しては、令和５年５月に日薬連の供給

状況の用語定義の変更に対応した。 また、医療関係者等の要望

により、ホームページの閲覧画面とダウンロードファイルに「YJ 

コード」を追加し医療機関の使用薬剤との関連付けを可能とし

た。また新たに、自社要因による限定出荷の解消時期についても

公開した。 

 

A 安定

供給 
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取 組

状 況 
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品質を最優先する体制の強化を目指して、会員各社の医薬品の製

造管理・品質管理体制（GMP）、品質保証体制（GQP）及び安全管

理体制（GVP ）の一層の強化を図るための取組みを継続的に実施

してまいりました。 

具体的な施策としては、製造販売承認書と製造実態の自主点検、

GMP コンプライアンスの強化に向けた企業の品質文化醸成を目

的とした活動、外部機関による製造所の管理体制の確認など継続

して品質最優先体制の強化を目指しています。 

 

〇令和４年度までの結果 

【製造販売承認書の自主点検後の薬事対応及び対応状況の公開】 

•令和３年３月 25 日付 GE 薬協会発第 25 号通知にて、会員各社

に実施依頼を行った製造販売承認書の「製造方法欄」と製造実態

の自主点検については、令和 3年度末までに調査を終了した。 

・当該点検後の薬事手続きについては、令和４年４月１日付薬生

薬審発 0401 第 17 号厚生労働省 医薬・生活衛生局医薬品審査課

長通知に基づき会員各社による薬事対応等の手続きが順次進め

られている。 

 

【品質文化醸成の検討評価指標の作成】 

・品質文化の醸成を目的として、各社の実態を把握すべく品質文

化に特化 したアンケートを 37 社 61 製造所に対し実施し、集計、

分析作業に入った。 

 

【外部機関による製造所の管理体制の確認・試行的監査の検証方

法の策定及び会員会社への周知徹底】 

・『外部機関による製造所の管理体制の確認』の取り組みを開始。

同取り組みの有用性を確認するために、代表３社にて試行的監査

を実施し、令和５年２月より本格運用を開始した。 

 

〇令和５年度の途中経過 

【製造販売承認書の自主点検後の薬事対応及び対応状況の公開】 

・昨年度から引き続き会員各社にて実施された製造販売承認書

「製造方法欄」の自主点検による薬事対応については、行政指

導・措置等により別途当局指導により薬事対応等を行っている会

員会社（3社）以外は全て終了済みである。 

 

B 品質

確保 
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